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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月23日(2015.4.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）１，３－プロパンジオールおよび硫酸を含む初期混合物を少なくとも約１５０℃
の温度で重縮合させて、第１の反応混合物を得る工程と、
　（ｂ）前記第１の反応混合物に、（ｉ）アルミナ、（ｉｉ）シリカ系ろ過助剤、および
任意選択で（ｉｉｉ）活性カーボンブラックを、約１２０℃を超え、かつ約２００℃未満
の温度で添加して、第２の反応混合物を形成する工程と、
　（ｃ）前記第２の反応混合物を、約１～約４０トールの圧力、および約１２０℃～約２
００℃の温度で蒸留して、第３の反応混合物と１，３－プロパンジオールを含有する留出
物とを得る工程と、
　（ｄ）前記第３の反応混合物を、約７０℃～約１００℃の温度でろ過して、約０．５重
量％未満の１，３－プロパンジオールを含有し、かつ０．０５ｍｇＫＯＨ／ｇ未満の酸価
および約１ＮＴＵ未満の濁度を有する、約２００～約５００の数平均分子量のポリトリメ
チレングリコールを得る工程と
を含む、低分子量ポリトリメチレンエーテルグリコールを製造する方法。
【請求項２】
　約２００～約３００の数平均分子量、約０．５重量％未満の１，３－プロパンジオール
、約１０ｐｐｍ未満の硫黄含有量、および約５０未満のＡＰＨＡ色数値を有する、請求項
１に記載の方法によって製造されたポリトリメチレンエーテルグリコール。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００４６】
【表１】

　次に、本発明の態様を示す。
１.（ａ）１，３－プロパンジオールおよび硫酸を含む初期混合物を少なくとも約１５０
℃の温度で重縮合させて、第１の反応混合物を得る工程と、
　（ｂ）前記第１の反応混合物に、（ｉ）アルミナ、（ｉｉ）シリカ系ろ過助剤、および
任意選択で（ｉｉｉ）活性カーボンブラックを、約１２０℃を超え、かつ約２００℃未満
の温度で添加して、第２の反応混合物を形成する工程と、
　（ｃ）前記第２の反応混合物を、約１～約４０トールの圧力、および約１２０℃～約２
００℃の温度で蒸留して、第３の反応混合物と１，３－プロパンジオールを含有する留出
物とを得る工程と、
　（ｄ）前記第３の反応混合物を、約７０℃～約１００℃の温度でろ過して、約０．５重
量％未満の１，３－プロパンジオールを含有し、かつ０．０５ｍｇＫＯＨ／ｇ未満の酸価
および約１ＮＴＵ未満の濁度を有する、約２００～約５００の数平均分子量のポリトリメ
チレングリコールを得る工程と
を含む、低分子量ポリトリメチレンエーテルグリコールを製造する方法。
２.　工程（ｃ）からの１，３－プロパンジオールを含有する前記留出物が、工程（ａ）
の初期混合物に再循環される、上記１に記載の方法。
３.　前記第３の反応混合物が、約１重量％未満の１，３－プロパンジオールを含有する
、上記１に記載の方法。
４.　工程（ｄ）が繰り返される、上記１に記載の方法。
５.　工程（ａ）における硫酸の量が、約０．３重量％未満である、上記１に記載の方法
。
６.　前記ポリトリメチレンエーテルグリコールが、約２００～約３００の分子量を有す
る、上記１に記載の方法。
７.　前記初期混合物が、回収した１，３－プロパンジオールを含有する、上記１に記載
の方法。
８.　工程（ｃ）が、約１２０～約１８０℃で行われ、かつアルミナとシリカの合わせた
合計量が、前記第１の反応混合物の約５重量％未満である、上記１に記載の方法。
９.　アルミナ対シリカの重量比が、２：１～３：１の範囲内である、上記８に記載の方
法。
１０.　約２００～約３００の数平均分子量、約０．５重量％未満の１，３－プロパンジ
オール、約１０ｐｐｍ未満の硫黄含有量、および約５０未満のＡＰＨＡ色数値を有する、
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上記１に記載の方法によって製造されたポリトリメチレンエーテルグリコール。


	header
	written-amendment

